
１　消費者教育と啓発

⑴　資料及び情報の収集・提供

⑵　図書・ＤＶＤ等資料の貸出し

⑶　消費者月間

期　　　　　　　　間 場　　　　　　　　所

⑷　移動パネル展の実施

期　　　　　　　　間 場　　　　　　　　所

令和7年8月5日～令和7年9月5日 神楽市民交流センター

令和7年9月5日～令和7年9月30日 新旭川公民館ホール

令和7年10月15日～令和7年11月11日
メガセンタートライアル旭川店
「旭川市情報コーナー」

令和7年11月11日～令和7年12月1日 障害者福祉センター（おぴった）

令和8年2月10日～令和8年3月3日 永山市民交流センター

令和7年12月1日～令和7年12月25日 旭川市総合庁舎1階

⑸　市広報誌への啓発記事掲載

⑹　旭川市消費者被害防止ネットワーク加入機関等への情報提供

⑺　啓発チラシの作成

⑻　ホームページによる情報提供

　ホームページから、悪質商法、毎月の物価、イベントの開催などの情報提供に努めた。

⑼　リフォーム作品展

⑽　消費生活展

第３  令和７年度消費者行政の実績

　消費生活センターに常設している展示スペースにおいて、衣・食・住・環境問題・契約等に関わる様々な
資料及び情報を収集し、啓発パンフレット・パネル等を設置することにより、消費生活に関する情報を提供
している。

　衣・食・住・環境問題・契約等の消費生活に関する啓発ＤＶＤ等や図書の貸出しを実施している。

　消費者保護基本法（現在の消費者基本法）の制定２０周年を記念し、昭和６３年から毎年５月が「消費者
月間」とされ、令和７年度は啓発パネル展を開催した。

令和7年5月8日～令和7年6月2日
メガセンタートライアル旭川店
「旭川市情報コーナー」

　消費者トラブル未然防止の啓発パネルの掲示を、市内公共施設で一定期間、巡回掲示した。

　市の広報誌「あさひばし」に帯記事も含め、消費生活に関する注意喚起やイベントに関する情報を記事と
して掲載し、啓発を行った。

　Ｅメール及びＦＡＸにより、旭川市消費者被害防止ネットワークニュースの配信、悪質商法等に係る注意
喚起情報の配信を行った。

　悪質商法に関わる消費者トラブルの未然防止を図るため、啓発リーフレットを市民、中学生、高校生、高
齢者等に配布した。

　循環型消費生活の啓発を目的として、不要になった衣類等を利用し、自主研修グループが製作した作品を
展示した。

　消費生活に関する情報を市民に提供し、消費生活に関する知識の普及並びに安定と向上を目的に、一般社
団法人旭川消費者協会と共催で開催した。

　開催日　令和7年10月4日～令和7年10月5日
  場　所　旭川市１条通８丁目　フィール旭川７階
  出展者　旭川市消費生活センター（パネル展示、休日消費生活相談）
　　　　　北海道農政事務所（ポスター等展示）
　　　　　日本ＦＰ協会道北支部（パネル展示）
　　　　　旭川弁護士会（ポスター等展示）
　　　　　旭川市計量検査所（ポスター等展示）
　　　　　消費生活自主研修グループ萩の会（古着リサイクル作品展示）
　　　　　一般社団法人旭川消費者協会（パネル展示、地産地消活動、消費者
　　　　　ひろば作品展示、フリーマーケット、消費者セミナー等）
　来場者　約５００人



⑾  消費者協会実施事業に対する支援

ア　消費者出前講座

開 催 日 対　　 　象 テ　　　　ー　　　　マ 受講者

5月12日 サロン会員 悪質商法・特殊詐欺に気を付けて 20人

5月13日 地域高齢者 悪質商法・特殊詐欺に気を付けよう 40人

5月15日 地域高齢者 悪質商法と特殊詐欺に気を付けて 40人

6月6日 百寿大学学生 「悪質商法の手口を知ろう！」 26人

6月9日 地域高齢者 悪質商法・特殊詐欺に気を付けて 45人

6月10日 地域高齢者 悪質商法・特殊詐欺に気を付けて 55人

6月27日 百寿大学学生 消費生活：消費者詐欺を防ぐ 20人

6月29日 町内会会員 悪質商法・特殊詐欺に気をつけて 20人

7月10日 百寿大学学生 悪質商法にあわないために 10人

7月15日 地域高齢者 消費生活・特殊詐欺に気を付けて 40人

9月7日 町内会会員 「ＳＮＳ型ロマンス詐欺に気を付けて」 16人

9月14日 町内会会員 通信販売にクーリングオフ制度はありません 40人

10月5日 高齢者 訪問購入に気を付けて 20人

10月22日 百寿大学学生 消費者詐欺を防ぐ！ 22人

10月29日 シニア大学学生 悪質商法に気を付けて 15人

11月6日 高校生 これって契約ですか・契約の義務と責任を考える 136人

2月15日 高齢者従業員 通信販売にクーリングオフ制度はありません 37人

3月8日 町内会会員 通信販売のルールを知ろう 20人

3月17日 地域高齢者 狙われる消費者 10人

合　計 　19回 632人

イ　消費者セミナー

開 催 日 場　　　所 内　　　容 講　　　　師 受講者

7月3日
フィール旭川７階
消費生活センター会議
室

「高齢者のためのスマホ
の基本」

ソフトバンク職員 11人

8月21日
フィール旭川７階
シニア大学講座室

「ごみの分別を学びま
しょう！」

旭川市クリーンセンター
職員

21人

10月4日
フィール旭川７階
シニア大学講座室

「続・終活へのアプロー
チ」・「生命保険契約者
代理制度」

社会福祉協議会職員・生
命保険協会職員

35人

2月4日

　一般社団法人旭川消費者協会の出前講座等市民向け消費者教育啓発事業に対して補助金を支出し、消費者
問題解決力の向上を図った。

フィール旭川７階
シニア大学講座室

健康寿命を延ばそう！
「幸せは足元から！元気
に動いて健康実感」

R-body㈱　職員 28人



ウ　街頭啓発

　市民に啓発チラシを配付した。

実 施 日 場　　　所 テ　　　　ー　　　　マ

5月24日 買物公園周辺
・通信販売「定期購入に要注意」
・明日の地球を救うため、消費者にできること、グリーン志向
消費～どのグリーンにする？（アンケート）

２　消費生活相談

⑴　消費生活相談の実施

⑵　各事業者団体等との情報交換

⑶　相談員研修等の実施

開 催 日 研　　修　　テ　　ー　　マ 講 師 派 遣 団 体

第１回 6月30日 特定商取引法と訪問販売の相談事例 (公社)日本訪問販売協会

第３回 9月25日 民事調停について 旭川簡易裁判所

第４回 10月24日 個人信用情報に関する消費者懇談会 ＣＲＩＮ協議会

第２回 8月22日 相談事例から学ぶ生命保険 (一社)生命保険協会

３　適正な取引環境の確保

⑴　現地指導

⑵　センター内指導

⑶　文書指導

　通報、又は各戸に配布された広告・チラシの内容などから、悪質商法の疑いがある場合は、現地に赴き、
業者から説明を聞くなどし、必要に応じて口頭で指導を行う。

　販売方法等に問題がある事業者に対しては、消費生活センターに来所を求めるなどして、法令遵守の徹底
について指導（口頭）を行う。

　口頭で指導を行ったにもかかわらず、改善が見られない場合には、改めて文書で指導を行う。

　消費者安全法に基づく苦情等の相談を実施した。なお詳細は、「第４令和７年度消費生活相談のまとめ」
に記載のとおり。

　各事業者団体等（生命保険協会等）が開催する情報交換会に出席し、本市の相談状況を説明することによ
り、苦情処理の円滑化を図るとともに、情報交換を通じ、相互の連携を深めた。

　消費者行政に従事する消費生活相談員等のレベルアップを図るため、研修会を開催した。

　市民からの通報や、消費生活相談において、不当な取引行為が認められる業者に対し、法令の遵守を要請す
るとともに、次の方法により改善等について指導を行う。なお、いずれも令和７年度は指導等はなかった。



「旭川市民の消費生活を守り高める条例」に基づき、生活必需物資の３４品目について、価格調査
員１５名により毎月２０日に、価格及び需給動向について調査し、その結果についてセンターのホー
ムページと報道機関を通じて公表した。

４　物価動向の把握

⑴　小売価格調査及び公表

ア　調査の概要

(ｱ) 調査の趣旨

(ｲ) 価格調査員

　価格調査員が市内の調査対象小売店舗を訪問し、店頭における調査品目の販売価格を調査するとと
もに、出回り状況について調査した。本調査では、家計の中から実際に支出される金額を調査すると
いう考え方から、すべて消費税込みの小売価格で行った。

　石油製品・食品雑貨・肉類・鮮魚・野菜のうち、家計支出の比率が高いもの、代替性の少ないもの
など３４品目を生活必需物資として調査した。

(ｳ) 調査期間

(ｴ) 調査店舗

(ｵ) 調査方法

　価格調査員は、市内に住所を有する１８歳以上の者とし、公募により市長が委嘱する。

　令和７年４月から令和８年３月まで年１２回調査した。

　４６店舗（石油製品３１店舗、食品雑貨１５店舗）
  調査店舗は、各地域の実態を考慮して市が選定し、原則として調査期間中は、同一の店舗とした。

(ｶ) 調査品目

  〈石油製品〉  灯油・プロパンガス・ガソリン（３品目）

  〈食品・雑貨〉砂糖・食用油・小麦粉・牛乳・しょう油・みそ・鶏卵・納豆・
　　　　　　　　豆腐・食パン・米・ティッシュペーパー・トイレットペーパー・
　　　　　　　　ラップ・合成洗剤（１５品目）

  〈肉類〉牛肉・豚肉・鶏肉（３品目）

  〈鮮魚〉塩さけ・さんま・ほっけ・いか・まぐろ（５品目）

  〈野菜〉大根・白菜・キャベツ・玉ねぎ・長ねぎ・ほうれん草・ばれいしょ・
　　　　　きゅうり（８品目）



　　　

平均小売価格 平均小売価格 対前年度比

灯　油 １ﾘｯﾄﾙ 配達料込み 131.17 123.39 6.31

プロパンガス ５立方ﾒｰﾄﾙ 基本料込み 6,727.11 6,587.00 2.13

品　　　　目 規   　　  格

石
油

令和７年度 令和６年度 価格上昇率

ガソリン １ﾘｯﾄﾙ ﾚｷﾞｭﾗｰ 170.41 178.21 ▲ 4.38

砂　糖 上白糖 １ｷﾛｸﾞﾗﾑ 295.89 288.94 2.41

食用油 サラダ油 1,000ｸﾞﾗﾑ 429.84 436.34 ▲ 1.49

小麦粉 薄力一等粉 １ｷﾛｸﾞﾗﾑ 357.77 334.53 6.95

牛    乳 普通品 1,000ﾐﾘﾘｯﾄﾙ 287.64 262.28 9.67

しょう油 濃口１ﾘｯﾄﾙ　ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ詰 367.18 385.57 ▲ 4.77

み    そ 750ｸﾞﾗﾑ 325.78 325.21 0.18

鶏    卵 Ｌ玉(64～70ｸﾞﾗﾑ)10個 311.34 294.91 5.57

納    豆 普通品30～50ｸﾞﾗﾑ3個ﾊﾟｯｸ 108.50 107.21 1.20

豆    腐 木綿　300～400ｸﾞﾗﾑ 95.23 96.38 ▲ 1.19

食パン 普通ｻｲｽﾞ　6枚ｽﾗｲｽ 181.35 166.03 9.23

米 ななつぼし 10ｷﾛｸﾞﾗﾑ 8,178.59 6,057.62 35.01

ﾃｲｯｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰ 400枚(200組)５箱組 409.30 394.76 3.68

ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ 50～60ﾒｰﾄﾙ12ﾛｰﾙ 452.82 414.88 9.14

ラップ 30ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ×20ﾒｰﾄﾙ 219.23 218.83 0.18

合成洗剤 濃縮小型タイプ　1.0ｷﾛｸﾞﾗﾑ 473.72 460.76 2.81

国産ロース　ｽﾗｲｽ　100ｸﾞﾗﾑ 643.91 567.31 13.50

外国産ロース　ｽﾗｲｽ　100ｸﾞﾗﾑ 335.66 320.32 4.79

豚　肉 国産ロース　ｽﾗｲｽ　100ｸﾞﾗﾑ 226.53 228.08 ▲ 0.68

鶏　肉 モモ（骨なし）100ｸﾞﾗﾑ 134.97 125.64 7.43

塩さけ 切身　100ｸﾞﾗﾑ 272.32 242.21 12.43

さんま 100ｸﾞﾗﾑ 153.20 145.35 5.40

ほっけ 開きほっけ　100ｸﾞﾗﾑ 158.01 149.89 5.42

い　か 姿もの　100ｸﾞﾗﾑ 296.13 310.38 ▲ 4.59

まぐろ めばち・きはだ赤身100ｸﾞﾗﾑ 367.58 333.88 10.09

大　根 100ｸﾞﾗﾑ 20.54 24.60 ▲ 16.50

白　菜 100ｸﾞﾗﾑ 26.53 36.54 ▲ 27.39

キャベツ 100ｸﾞﾗﾑ 22.75 32.76 ▲ 30.56

玉ねぎ 100ｸﾞﾗﾑ 40.85 31.94 27.90

100ｸﾞﾗﾑ 102.25 95.70 6.84

ほうれん草 100ｸﾞﾗﾑ 140.61 132.47 6.14

長ねぎ

イ　令和７年度平均小売価格調査結果及び前年度比価格上昇率

［単位：小売価格　円、上昇率　％］

食
品
雑
貨

野
菜

肉
類

牛　肉

魚
類

ばれいしょ 100ｸﾞﾗﾑ 45.85 39.61 15.75

きゅうり 100ｸﾞﾗﾑ 72.33 85.83 ▲ 15.73



 
 

ウ　調査品目の概況

(ｱ) 原油価格の動向

(ｲ) 灯油（１リットル当たり。配達料込み）

(ｳ) プロパンガス（５立方メートル。基本料込み）

(ｴ) ガソリン（レギュラーガソリン１リットル当たり）

(ｵ) 食品雑貨（１５品目）

(ｶ) 肉類（３品目）

(ｷ) 鮮魚（５品目）

(ｸ) 野菜（８品目）

　いかについては、昨年度の水揚げ量が過去最低だったこともあり、年度当初の平均価格３７１円台
と上昇していたが３月の平均価格２９２円台となり大幅に値下がりした。前年度と比較すると年間平
均で１４．２５円低い、２９６．１３円となった。他の品目は前年度より値上がりした。

豚肉は、年度当初の平均価格２１０．２０円が、３月の平均価格２３７．５０円となり２７．３円
値上がりとなったが、平均価格は、前年度と比較すると、２２６．５３円と１．５５円値下がりし
た。他の品目については、前年度より値上がりした。

年度当初の平均価格１８３円台から６月以降平均価格１７０円前後で推移していたが、１１月から
徐々に値下がりし、１２月から２月までは平均価格１５０円台となった。その後、原油価格の影響で
３月の平均価格１７８円台まで値上がりした。年間平均では、前年と比較すると８円程度低い１７０
円台となった。

食品雑貨については、概ね値上がりとなった。中でも、米の平均価格は、昨年度から値上がり傾向
となり、年度当初の平均価格は７，４００円台だったが、異常気象や流通の問題等のさまざまな市場
の影響により、３月には８，４００円台となり、大幅に値上がりした。前年と比較すると年間平均で
２，０００円以上高くなり、８，１００円台となった。

⑵　年末年始における生鮮食料品などの価格動向の公表

⑶　市民の意見を聴く会の開催

玉ねぎ・ばれいしょは、夏季の高温、干ばつの影響により年間の平均価格が高値で推移した。ま
た、昨年度高値だった白菜・キャベツは、前年度より約３割程度値下がりした。他の品目の価格は概
ね平年並みで推移した。

年末年始を迎えるにあたって、正月用品をはじめとする生鮮食料品など生活必需物資について、市場の協
力を得て、その供給及び価格動向を把握し、ホームページと報道機関を通じて公表した。

公益的事業者（バス、上下水道）が料金の変更（値上げ）をしようとするときは、事業者の協力を求めて
「市民の意見を聴く会」を開催し、広く消費者の意見を反映するように努める。なお、令和７年度は開催実
績がなかった。

年度当初、７１．２０㌦/ﾊﾞｰﾚﾙで始まり、産油国の政策や需要動向、地政学的リスク（中東やロシ
ア・ウクライナ情勢など）といった複数の要因に大きく左右され、価格が上下に変動する不安定な状
況が続いた。さらに、国内では暫定税率が１２月３１日をもって廃止となり、令和８年１月以降は価
格が２５.１円ほど安くなるという影響がありました。 しかし、その後の動きとして、米国によるイ
ラン攻撃への警戒が高まったことやホルムズ海峡の実質的閉鎖が発生したことで、日本への原油供給
が滞る状況となり、供給不安や地政学的緊張が原油価格を押し上げ、国際的な原油価格も急騰した。
その結果、令和８年３月２４日のWTI原油価格は９２.３５㌦/ﾊﾞｰﾚﾙという高値を記録した。

年度当初から２月までは、１３０円前後で推移したが、原油価格の影響で３月の平均価格が１５１
円台と急激に値上がりした。前年度と比較すると年間平均で７．７８円値上がりした。

年度当初から９月までは、６，７００円台で推移したが、１０月から年末にかけて一時６，６００
円台となり、その後６，８００円台と値上がりした。前年と比較すると年間平均で１４０円程度値上
がりした。
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携帯用レー
ザー応用装置

1

2

石油
ストーブ

５　消費生活用製品安全法等に基づく立入検査

0

2

6

0

⑵　消費生活用製品安全法に関する検査結果（特定保守製品）

石油給湯器

立入店舗数 1

3

違反件数 0 0 0 0 0

立入店舗数 2 1 1

検査対象数 5 3

検査対象数 1

違反件数 0

⑶　家庭用品品質表示法に関する検査結果

糸 ポリ袋 エアコン 障子紙

0 0

⑷　電気用品安全法に関する検査結果

直流
電源装置

リチウムイオン蓄
電池

アダプター

立入店舗数 1 2 1 1

検査対象数 3 6 1 2

立入店舗数

検査対象数

違反件数

4

11

0

違反件数 0 0

⑸　ガス事業法に関する検査結果

ガスこんろ

立入店舗数 2

検査対象数 4

違反件数 0

⑹　液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律に関する検査結果

立入店舗数

検査対象数

一般
ガスこんろ

1

2

カートリッジガス
こんろ

2

5

開放式
ストーブ

2

2

違反件数

６　消費生活会議

⑴　令和７年度開催経過

　  開催日　  令和７年８月５日

　　議題　　　令和６年度消費者行政の実績について

　　　　　　　令和７年度消費者施策と関係予算について

0 0 0

　　　　　　　消費生活相談の現状について

　  　 　　　 その他（消費生活行政全般に係る意見交換）　

    委員構成　学識経験者４人、事業者３人、消費者３人、計１０人

　

７　行政機関との連携

⑴　全国中核市消費者行政協議会

⑵　北海道都市消費生活行政連絡協議会

消費者行政の諸問題について協議するとともに、意見の交換と相互の連絡を行い、消費者行政の効果的推
進に資することを目的として開催された。（令和元年度に会議会員市から文書会員市へ変更）

北海道各市における消費生活行政の基本的な施策の整合性を保ち、物価及び消費者保護行政を効率的に推
進することを目的として、令和７年１０月３０日に伊達市で開催された。

圧力鍋及び
圧力釜

乗車用
ヘルメット ライター

登山用ロー
プ

乳幼児用
ベッド

⑴　消費生活用製品安全法に関する検査結果（特定製品）

2

5

0

4

12

0

LED電灯器具

4

8

0

電気湯沸器

4

9

0


